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厚生労働省「第 12 次労働災害防止計画」 

を受け、事業主団体向け説明会を中災防が開催！ 

～労働災害の増加傾向に歯止めをかけるために～ 
 

 

事業主の労働災害防止活動を支援している中央労働災害防止協会〔略称：中災防〕

（本部：東京都港区、理事長：関澤秀哲）は、この度、厚生労働省が策定した「第

１２次労働災害防止計画」（平成 25年～29年度の５ヵ年計画）を受け、我が国の主
要産業を構成する事業主団体向けに説明会を開催する。  
同説明会では、第１２次労働災害防止計画の要点を厚生労働省より説明するとと

もに、当計画を受け事業主団体等として取り組む具体的方策に関する中災防支援事

業を説明する２部構成となっている。 
 中災防では、３年連続の増加が不可避となっている労働災害の急増を最重要課題

として受けとめ、厚生労働省「労働安全衛生基本調査」結果をもとに事業場の安全

衛生活動の傾向を独自に分析した資料を配布し、労働災害減少に向けて最適な支援

を行うこととしている。（別添参照） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）中災防は、昭和 39 年に労働災害防止団体法に基づき設立された団体で、事業

主の自主的な労働災害防止活動を支援するため、企業の人材の育成、安全衛生

の専門技術の提供および最新安全衛生情報の提供などの安全衛生に関する総合

的な事業を行っています。 

 

中央労働災害防止協会 

企画広報部長   小 鹿 昌 也 

【照会先】 

 企画広報部安全衛生情報センター  

所長       間 宮 直 樹 

 (電話)03-3452-6542 (FAX)03-3452-9225 

E-mail koho@jisha.or.jp 

■ 厚生労働省「第１２次労働災害防止計画」に対応した中災防支援事業説明会
＜日時＞ 平成 25年３月２２日（金）１３：３０～１５：３０ 
＜場所＞ 産業安全会館 8階講堂（東京都港区芝５－３５－１） 
＜主な内容＞①第１２次労働災害防止計画について 
      ②第１２次労働災害防止計画に対応した中災防支援事業について  


